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との研買は，昭和32年度の全車教育研筑所連盟の共同研坑としてとりあげら
れた問題でゐヮて，昭和27年3)3の中学校卒業生のうち，金口制高校に進学し
主かった主fつの3f:業後の就職の状民とくに，その1設業主主企推箆主教育の機
会について，全国的な規模にたってその実態をさぐるうとしたものである。
研賓の全体設計;工，中央の準備委員会がこれに当り，連盟に加盟している各
研究所が，それぞれ分担して研究調査に当ったものである。
木県においては，全体設計の中で5中学校が対象となった。ここではそれら
抽附された対象校干の調査研究について，その概要をまとめることにした。した
がって，とこで取扱う資料だけから本県を代表しうる結巣は期待できないわけ
であるが，調査範囲内で結果をできるだけリアルに記述し，大方の参考資料と
して提示す奇ことにした。なお，資料の中へ，できるだけ全国集計結果を挿入
することによって，全国的視野にたって問題合みれるように心がけた。
第一節調査の目的と方法
l 勤労青年の共同研究を生んだ根拠
中学校卒業後.直ちに社会にはいるものは，毎年70万近くに達している。こ
れらの青年は，なんらかの意味において動分生活にはいっているが，その勤労
生活は，将来の生活の見透しと明るい希望を青年に与えているとはいえない。
その根本的理凶は，現在の勤労の状態が将来の職業生活と必らずしもかかわり
のあるものでなしその凶暮しの勤労生活にすぎないものが多いからである。
た之えば，農家の三，三男は，中卒直後は家族労働力の南にくみ入れられて
はいても，成人後の農業生活を保証されているわけではない。
また，一応は就!践したと思われている青年払零細企業にはいったものは，
下働きの位置しか与えられておらず.大企業にはいったものも臨時エが大部分
である。そのうえ.非業場らしい場からはるかに遠ざかったとこ乃で，生活の
趨を求めて流動しているものも相当の数にのぼるであろう。出稼集団の中に編
入されている脅年もまた同じような問題をはらんでいる。
これらの青年が，その円暮し民!な性格をもった勤労生滑におかれているとい
っても，その勤労生活のかたわら，定着性，将来性のある職業生活に転換でき
るための，職業教育の機会が与えられているので為れば，青-年たちは，なお，
明るい希・望をもちうるにちがいない。
このような勤労青年の職業教育の機会の実態は，制度的Pこは割合明確になっ
ていても，回定性のある職業牛活への転換の要件とじて，どの程度-の比重をも
っているかはいまだ明らかにされていないし，勤労生活そのものの中に内在す
る職業教育のための有効な学習組織もさだかではない。
このような問題を解明するには，中学校卒業後の職業生活の推移の過程，そ
れに対応した学習の状態，職業生活の転換の時点と条件を明らかにする必要が
ある。
そのためには，中学校卒業後p 成人期にいたるまでのほぼ5年聞の勤労青年
の生活の推移合追求するとともに，勤労青年の勤労と学習を規定-，る現場にお
ける生活の社会的，職業的， 教育的構造を客観的に検討しなければならない。
しかいこのような問題を一気に解明することは，研究の手順から考えて，
困難が予想される。すくなくとも，次のような段階を経て.この問題の研ヲては
進められねばならないのすなわち，第一次の段階においては，中卒後の勤併生
活推移と学習生活の機会に関する研究を行い，第二次の段階において，勤労と
学習の条件を規定する職場の構造及び転職の1i民に関する研安を行おうとする，
ものである。
本研究計画案は，第一次段階の問題に目標をおき，第一年度に笑施vむきる調
査計画として設計されたものである。
2. この研究のねらい
本年度の研究調査は，第一次の基礎的研究として，中学校卒業後成人期にい
たるまでの5年聞に，金日制高校へ進学しなかった勤労青年が，どのような職
業生活を営み，その聞に，どのような職業教育の機会が与えられているか，そ
の推移の様態を，全国的な規模において，類型的には握し，その地方別z地帯
別の分布状祝を明らかにするこ とを目的として実雄された。
この研究において，勤労青年の生活の推移の諾類型とその分布の状視が明ら
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かになれば，その諾ー類型の要因分析を，継続研究主して， 地域的，事倒的に行
うことができ，その成果は，第二次の段階において行おうとする勤労生活と，
職場の構造tζ関する研精画の舗を与えることになる。
3. 本県における研究の概要
(1) 調査対象
イ 昭和26年度 (27年3月〉全国公立中学校卒業生のうち，金口制高等学校進
学者を除いた全員を母集団とする。
ロ 企国，市(区〕町村を，地方別，地骨子別に眉イヒし，中学校単位に標本抽出
を行う。
以上の基本方針から全国的規模における層化抽出が行われ，木県は関東地区
主して，孜の5か校が選定された。 (桃山はri::町村単位〉
・農業地幣
南蒲原郡大島中学校(現三条市〉 中すli原郡巌岸村線背中学校(現白根町〉
.第一次産業混合地帯
岩船郡下海骨付下海府中学校(現山北村〉
・第二r 三次産業混合地帯;
北蒲原郡松ケ崎村松浜中学校 G見新潟市〉
・工 業地帯
西頚抜郡青海町青海中学校
ω調査 項 目 〈大項目のみあげる〉
イ 生家における事情(家業p 家族との関係〉
ロ 職業生活の事情
A 職業生活の推移の経過
B 転，就職事情
C 将来の職業生活の設計
ハ 教育事情
A 教育機関(団体〉への参加状況
B 教育機関〈団体〉への参加の事情
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(3) 調査の実施方法と実施成績
調査票は1枚で〈表裏使用)， 
記入手引をつけて対象中学校合通
じて本人Fこ渡し回答を求めた。
8J:J夏休み中の調査ではあった
が， 5中学校側の並々ならぬ協力
事?えて，第1表のような成果をあ
第 1表 調査誤の問収率
抽出校名lY4 回収数|肌率|
% 
大島中 81 72 88.91 
;tJ:~岸，*， 84 73 86.9 
下海府cf" 39 37 
松浜仁1" 118 46 39.0 
育海中 138 71 51>， I 
げることができた。 I 計 l' 460 I 299 I 6~土」
第二節 5年間における職業生活推移の実態
l 就職職業と 5年間の推移の実態
男子147名，女子152名について，就識織業の5年潤の推移を示したものが，
次の第2表，第3表である。
第2表の1 就職職業主5年聞の推移の状況 A 男子
職業大分判|長対277年 I突数2|8年μ I長会2|9年ぶI扇3074工 I実数3|1年% |鰍3|2年% 
無 職 13 8.8 3 Z.O 3 2.0 F 3.4 3 sol 3 2，0 
専門技術 ー
管理職
亘書・ 務 3 s‘O ノワ 20 3 2.0 5 34 6 4.1 6 与1
版 官'JC 5 3.品 5 ・3，4 う 34 5 3，4 日 fi4 6 4‘1 
良林漁業 68 46.4 61 41.6 う6 38，1 52 35，4 46 81.3 38 25，9 
採鉱採石 l 0.7 3 2.0 3 2，0 
王立 事官 4 2.7 6 4.1 6 4.1 ? 4.8 1 7.5 1) 8.8 
技単純能生労産働工者 40 27.2 51 36.7 63 42.9 61 lト宮5 65 44.3 7l 48.3 
サーピス業 14 9.5 15 10‘S 1 7.5 8 6.4 8 5.4 7 4.8 
分類不能
言十 1471100.01147100.011竹100.01147100.0¥ 1471100.01 14711仰
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まず男子についてみると，農林漁業が年々に漸減し (5年聞の落差20.5%)
それと対祢的に技能工，生産工，単純労働者が漸増何年間の増差21.1%) し
ていることである。しかもその増減差がy 人数においても全体でしめるパーセ
ントにおいても，いずれも近接している事実である。全体の傾向からみて，農
林漁業従事者の転職方向が，技能工，生産工，単純労働者に最も多く吸収され
たこ之は明らかである。また無職が減り，それ左対称的に運輸従事者が増して
いる。
次に女子手ヒみると，男子のような5年聞の変化はみられない。しかし男子
同様.農林漁業が減りく落差8.5%)，技能，生産工が増している(増差6.6%)
が，男子ほどの大差はみられない。このへんに男女の性別による職業差がみら
れるのであるまいか。
第2表の2 就職職業主 5年閣の推修の状況 B 女子
27年 1 28年 29年 均年 五年 3 
無い 991117Ji24J386ヤ
専門技術 1  0.7 一 一 1 0.71 21 1.31 21 1.81 2 
問機 一一一 =1.~ ← 一 一一
事務一一一一 I1 - 21 1.81 21 1.3 3 
販 売 12 7‘9 12 7.9 9 5.9 10 a.o 13 8.8 10 6.6 
長林漁 91 59.7 92 60.5 93 61.1 91 59.9 87 57.3 78 51.2 
探鉱採石 0.7 0.7 0.7 ー 0.71 
迩 愉! 0.7. l 0.7. 2 1.3 2 1.3 2 1.3 3 2.0 
阪陣純能生労働産コ者二I 16 10.5 21 13)li 19 12.5 24 15.8 25 16.;" 26 17.1 
サー ピス業 14 9.S?， 12 7.9 14 9.2 16 10五 15 9.9 16 10.5 
分類不能| 0.7 2 1.8 0.7 
計 152 100.0 152 100.0 152 100.0 152 100.0 152 100.0 152 100.0 
(1) 職業構成の変化〈全国と本県〉
以上の本県の実態を，全国集計主比較したものが第7図である。まず男子に
ついてみると，全国では農林漁業者の5年間の落差が8%しかなしそオもにと
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もなっての製造工業従事者が5.5%しか増加していないことである。
は，すくなく とも，本県の農家二，三男が中卒の初期，浴在失業者として家事
学働に従事L，数年を奉仕したfF，都市生活者に転竿Lている婆を物詩るも?
?争ろトその他でと九にめだっ変化はみられないが，全国に比し販売従事者
が少なく，運輸が多いくらいである。
第 1図
金百
2ワ年度
令聞
32li度
本場
27年皮
本泉
32年反
職業構成の卒業直後 (27年船 と66:]三後 (32年度〉の比較
一一全協と本県一一
A 男 子
~25.21 
女子については，本県女子の農林漁業就業者が，全国に比較して， 27， 32両
年度とも圧倒的に多しまた両年度の落差も8.5%と本県男子より少なく，その
上，製造工業従事者に転換してゆくものがあまりめだたないことであろう。こ
のことはとくに農村の女子が，男子以上に家事労働者として温存されている伝
統的実態を示しているものと思われるの
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会困
2 7斗d._
全国
32与度
本 苦号、
2 7年1支
本県
3 2年皮
2. 転職と職場の規模
(1) 5年聞の転職の類型
B 女子
立製造工殺従事長官(2'+1出)
中卒後5年聞の職業生活の推移を，定着型と移動型に大きく分類し，そのlゃ
をさらにいくつかに類型別したものが第3表である。これを男女別にみると，
男子では定着型と移動型がほぼ相半ばし，無職くそれも勉学中〉がわずか3名
しかみられないのに反し，女子は定着型が54%をしめ，移動型が36%と少な〈
無職が10%もみられることであるくここでは失業者が大多数〉。このような男
女の相違は，農業地帯における男女の相違にもとづいており，第1図でみられ
た農林漁業従事者の32守‘度における男女の相違がこれを物語っている。さらに
転職者が女子より男子に多いこと，就職者で転職を1回もしないで定着したも
のが男子に38名 (26.5%)おり，逆に転職1どした者の1中で.職場や職種が変り
転止と移動した者が同数の39名で，ともに男子の4分の1強?とあたることなど
が注目される。
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全国
(お 転職と職場の規模
転職が職場の規績とどのように関係しているかは，年少労働者にとっては大
きな問題である 3 第3習のAでみると，転職しないものと，転職した者の最初
の職場規模は.明らかに転職者に不利とみられる。すなわち，転職者は70%以
上が零細企業く4人以内と小企業 (b~S8人〕でしめられているのに対し，
転職しない者は予大企業に25.6%，中企業2.6%，小企業と零細企業をあわせて
第3図
A男子
転職と職喝ーの規模
(注)
・1転戦しないs雇用者のみで，家
業従事の長男.二三男幡It除いて
ある。(第3表の定着型)
. r転車kしたs，最初に就職した議
場のiagtJ.最終的にみられた職
場の規換をI七較した， (第3表の
移動型)
・無職は除いてある。
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50%強となっている。したがって18%余りの者が，転職した者より大きな事業
場に就職し， しかも継続して勤めていることになる。
之ころが， 転職者が最終的にどのような職場におちついたかをみると，最初
と比較して約29%の者が， 大，中企業に転換している乙とがわかる。この事実
:ま，転職によって有利な職場をえたといえないであろうか。もしそうだとずれ
ば，転識も年少労働者の人生行脚の苦斗の賜ともみれるのでおるまいか。
次に女T二会みるi-，ここにも男子と同じような領向があらわれている。
転職と職場の規模
B女手
" 
(並)
・男子の場合と同じ(第3表参照)
これらを，全国領向と比較すると，第4図のように，男女主も無記入者-を除
いた就業者の割合が会国土りよくなっている。そのうち男下についてみると，
27， 32年度とも大，中企業就職率がよく，また零細企業ふ多くなっているが，
これは農家の家業従す者が多い結果のあらわれである。
女子も，男子同様に家業従事者が男子以上に多くなっているが，小，中，大
企業就職者は逆に金百より相当下まわっている。
- 10ー
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3. 転職と就労期間
就職者が最初に転職をする全休的な時期は(第5図一一笑線)，全室でも本
県でも 1年'-"'-2年の聞に集中がみられる。木県の場合，それは女子よりも男子
にはっきりあらfつれている。
さらに.転職1囲のものが転職した時期についてみる左，木県，東北地方と
もに山が2回はっきりした形を示しており，本県では東北よりも山が右にずれ
ている。そのうち， 4~5年目の山は，定時制終了者の就職がかなり影響して
いるようである。金国ばr 男子が 3~4年間に転職した者の集中がみられ，山
の変化は大きくない。しかもk子は 1~2年から 4年くらいまで高原状を呈し
て，本県と全く異なるカー:ナを描いている。
次に，転職2回以上のものがp 最初に転職をした時期をみると，男子ーでは.
本県が最も鮮明にその特徴を示し， 1年，..，2年に高い比率をみせている。これ
は， 2回以上転職するものが‘ ω最初の転職をこの期間に約44%もじCいる事実
を示すものであって，年少労働者が，職場条件や心理的思響を強く意識し，よ
りよい職場を求めている時期主いってよいのであるまいか。女子は全国型に近
く，東北型とは大きく遣っている。 c図表は次ペー シ〉
4. 就職の手づると転職
就職をどのような経路でしているのかを，最右Eの就職の手づると，転職後の
現職の三f--0るにわけてくらべてみるとp かなり相違のおることがわかる。男女
とも就職の手づるに大きく二つのノレートをみることができるが，何といっても
知人や親戚;専によるいわゆる縁故}j..ートが大きしとくに転職が霊なるにつれ
て増大する傾向がわかる。男子の場合r 最初の就職では41%の縁故Jレー トであ
ったものが，現職になると57%に増加し，女子では28.4%が43%になってい
る。
次に職業安定所や学校(これは職安とみなしでもよいであろう)，あるいは
募集広告等によるJレト トで，男子ではr 最初の幼践に26.4%であったものが，
現職では30.2%に増じている。とくに，募集広告等によって自力で開拓したも
- 12ー
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のが多くなっている。女子は，最初の場合32%も職安や学校等を通したの!こs
現職では18.5%にしか過ぎなく p 縁故ノレF トのしめる割合が圧倒的に多くなっ
て〈る。このような男女の傾向から，転職によって流動している年
手jぞ，??芋IF?T7???苧f甲?れ、芋子甲甲亨苧与さ57下ヤ??
とが察知されるのである。
第7凶により 5年・聞における就職手づるの総計をみると，さらにその慌の事
情を知ることカtできる。しかし，男子にくらべて女子が，職安によるノレー トを
より多〈もっているこ kも注目してよい。
職
「最初の就職の乎づる」の巾へは，転職しない家業従事者.，!ij32名，女67字iを徐
転L ら.ーるづ
?
の
「現械の乎っ・るJの中へは，転職しない雇用者.男39字t. 女15名を除いてある。
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職就
子
第E図
A雰
いてある。
第 7図 五年聞における就職の手づる(総計〉
〈住) r家業従事の亦転職者Jや「無職j r転釈家業従事」等の場合を除いて H雇
用者H となった場合のすべての手づるを総計したものである。
5. 現職の継続意志
中卒後5年聞を経過した青少年が，現在の職業に定着しようとしているの
か，それとも他の職業に転換しようとしているかを，継続意志として問うでみ
ると，第4表のような傾向となってあらわれてくる。
(1) 就職の手づるとの関係
まず就職の手づるとの関係でみると，男子でくなるべく皐〈他の職に変りた
い>ものは，家業従事者に最も多く (8人〉農家2，3男の転職希望がこのよ
うにあらわれたと考えてよい。次は知人の紹介による就職者 (5人〉で，両者
~わせて転職希望者の58%をしめるととになる。女子も家臨従事者 (6人〉知
人の紹介 (5人〉計1人で，転職希望全体の58%と男子のような割令を示して
いる。
一方何等かの形で継続意志をもっている者はく表の1，2， 3， 4に答えた
者')，男子76%，女子71%と相当高く，そのうち男子は，できるだけ長く続け
たいと，定着の意志表示をしたものが圧倒的に多い。女子では結婚するまでと
答えた者が多いが，これは女子のおかれている立場がこのような回答となって
あらわれたのであるまいか。
(お転職回数との関係
転職回数別に継続意志をみると，転職希望者は，男子では非転職者と 1回転
- 15ー
職者に集中し (22名中19名)，女子では4回転職者を除いて広く転職希望者が
ある。この結5長からみると，転職回数の多い者が継続意志が低いかどうかは判
定しにくい。
;ifl奇3「71i-
j jm
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現職の継続意志と転職回数及び就職の乎づる
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言十A '" 
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j・続でけきるるだけ長く 91 5 61 1ヲ 48 23 9 3 6 51 48 
2.家業につくまで 2 3 21 - 3 
3湿を終っている学校 2 一一一 2 るまで . 
4.結婚するまで 7 7 う 2 31 41 65 舟7 7 1¥ 65 
なるべく'tL<仇
5・の職に変りたい 51. 1 1 - 61 6 191: 6: 51 4f 2 -1 2' :9 
6. 4!l~ 詑入 2 ー 1-841513 1 3 4 21 215
.g- 計 |三~131 4ρ472; 152i|可百五1-61可否
賃金と転職との関係
中卒直後の就職者はどのくらいの賃金が支給され， 5ヰデ・後にはどのように変
化するのであろうか。第8図によって全国と本県を比較してみた。
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2 
第4表
子男A 
女B 
6. 
賃金の額別や5段階に分けて考察すると，男子は， 27年度において，本県の
農耕家族従事者の就労が影響して 3，000円以下が約半数をしめているが， 32年
度には， 5，000円以上の就業者が55.6%と増大し，全国平均の51.5%をしのい
でいる。これは，転職，あるいは就業期間が長くなるにつれて賃金が上井した
ことを示すもので，労働条件などにもよい影響を与えているのでないかと想裂
される。
ところが女向主， 27， 32年度とも 3，000円以下の就業者が圧倒的で，企温傾
向とは相当な聞きをみせている。乙れは本県農村家族従事女子青年の特殊事情
をIjo/J語るあらわれ£解してよいであろう。
第8図 賃金の額引就業者数の卒業直後 (27年度〉と 6年後
会同
~ '27年皮)
会国
(32キ1幻
ふ以
(2守主主.J!tJ
本;事
(3 2~ J主)
く32年度〉の比較(本県と会国〕
， 
/ ， 
A 男子
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， ， ， 、、
、、
会図
(2ワ年皮〕
会問
(3 2与皮〕
本県
(2ワ年皮)
本事
(32与者:)
B 女子
次に転職以:数と賃金の関係をみると〈第5表)，男子は，転職同数の増加に
つれて，賃金が上列・している傾向があらわれているが，女チは.そうばかりと
はうけとれない事情がでている。その上，男子に比較して相当賃金がfltいこ主
は， 8，000円以kの収得者がいない乙とや. 男子止逆iζ，~1立金の母子ほど相対
的に多くなっていることで理解される。
第5表 転職出数別就業者賃金の比1佼く家族従事者を除く〉
合¥ 1 男 チ ド~ 1- 19，ODO 門- - ，- 19，0001 「299Fr9996399i8999l以ヒ|不明 999149995999i8999| l以上
。 3 6 6 7 12 'ー 4 3 2 
4 6 9 9 9 t 2 3 
2 2 3 2 51 6 2 3 3 6 
2 2 5 4 4 ‘ 3 
4 以上一 1 2 - 1 I う 4 ラ
計 1 15 20 24 
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7. 就職先と就労形態
就職者を県内，県外に分けると，就議 第6表 県内，県外別就職先
|男| f;:.二 E十
県内 138 
県外 29 23 52 
言十 110 80 190 
者190名のうち，約13%が県内就識をし
52名， 27%が県外就職していることにな
る。そして，男子よりも女子に県外就職
の割合が多くなっている。これら県外就
職者の就職先をおもなものからひろって
みると，東京が244当 (46克〉 と断然多
くF主〉就職者のみで家族従<P::l喜一を徐
いてある
< ，次いで愛知の7名，神奈川，北海道の各3名などがめだっている。
これらの就労形態を第 第 9図 就職者の就労形態
8図でみる)-，門宅から
の通勤が男子52%と週半
数を Lめ，女子:ま40%
で，男女の住込と同じ割
合で多い。住込が多いの
は，中，小零細企業就職
20 
10 。
野手のパモ」セyト
圃圃園 女子の".ーセYト
自 f上 惇丁
者が多いためと思、われ 宅 だ ま 沌
るコ大企業では，~t，宿舎設備が用意されているところが多いのであるが， 女
子0)紡椴，織物就職者に多い。
8. 家業(農〉 に従事してから転職したものの状況
本県農家二， 二男の早期就職問題は，とくに平場地帯の共通課題として提起
されているが，これ会全国や関東，近畿地方と比較すると一層うなずけるもの
がある。第10図は，各年度ごとに農業から離れていく者の割合を示している。
(逆に100%から差引いた空白が農業に残るものの割令となる〉。これが本県
の実態といえないぺとはもちろんであるとしても，主体となった大島，根岸雨
中学校は，ともに，果樹作を伴う蒲原平野の代表的農村であることにおいて，
水田単作農村以上に労力を必要とする事情があるかもしれない。しかし，前中
学校が新潟や三条，点などの商工業地に近いということは，就職条件にゐ利さ
- 19-
をもっ事情も考えられるのである。このような環境下で，女子は80%
後まで (32年度〉農業従事者として残久男子は，はじめに多〈残りながらも
年をおうごとに離農帝が上昇して，最終的には会冨なみに近い転職者を出して
いることになる。さらに全国を地方別にみると，近畿，中部等の離農は，中~
直後に男女共多量に離農することが特徴であって，関東，東北塑がはじめに比
較的多く残って，後からだらだら出ていくのと大きな遣いがあるが，本県の示
した{質向は，さらにいちじるしいものがある。
第10図 各年度別?とみた農業から離れるものの割合〈木県と各地方の比較〕
I ? ?????????? ???? ???? ?????????? ????
， . ， 
，孟バル，、
第三節 勤労青年の教育の機会
前節で，中卒後5年間の職業生活の推移について概観してきたが，勤労青年
にとって5年間は，人生の修養時代として重視されねばならぬ意味をもってい
る。全日制高校進学，あるいは大学進学と煎まれている仲間とわかれ，kむに
やまれぬ事f青から職場に入った勤労青年が，勤労と学習の両立に希望をたくし
て努力しているものもあるであろうし，反面，全く教育からおき忘れられた者
- 20一
もあるにちがいない。終戦後，勤労青少年に高校教育の機会を与えた画期的な
定時制教育，通信教育，さらには職場における技能者養成施設，職業補導所，
各種学校等の公私的機関や，市町村，職揚で行われるようになった青年学級，
サークル活動，定期講座等々tこいたるまキ，多種多様の教育の機会が用意され
これら教育機会への参加がみられるのでらろうあ。ているが，一体どれ程，
教育機関への参加状況(社会教育機関を除く)
各種教育機関への参加が，年々・どのように高まっているかを比較したものが
第1図である。男子では，昭和27年度において，木県が28.6%の参加率で全国
より約10%高しその後年々新参加ー者が増加して，32年度ーでは金固との差をさ
らに増大して， 41.5%の勤労青年が，何等かの意味において教育の機会をもっ
たことになる。このように，本県苧子勤労青年?苧育機関への参加状苧が，字
国よりも相当程度高いことは注目してよい。
一方女子は， 27年度に11.2%の参加率で，全国と10%内外の聞きを保ちなが
ら， 32年度tこは27%の参加率となっている。この資料に関する限り，本県勤労 . 
女子青年の教育参加機会は，金口制高校女子進学芸名主歩調をーにして低いとい
えるようである。
各年度の教育機関への新参加の状祝(本県と全国〉第1図
M 
50 
一一一・ 本県
一一一一 全国
_...，- ~，""島----崎一~ _.-~ . ・~ . 
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L 教育機関は大学，高校.各獄学校.教習所.技能者君主成所、備選:所，(注〉
伝習決場，青年隊，通信教育とし，そのし、ずれに参加しても，まずこ同
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時に二つ以上参加しても 1人と して取扱った。
2. 28年度以後は，その年度以前に参加した事実のあるものは，その継続
の有無をとわずl人として加算した。
2. 転職と教育の機会 • 
転職は勤労青年から，教育の機会を大わせることが多いといわれているが.
果してどうなのであろうか。本県の場合，男子は転職しないものの方が教育の
機会に恵まれており，女子はその反対に，転職したものの方が教育の機会が多
くなってい否。第12，13函は，それぞれ，転職者，非転職者にJ)けて，各種教
育機関，社会教育の比較を示している。
教育機関への参加では男子のうけたもの，の比ギが高七社会教育では，女子
の比率が全体として各理教育機関よりやや高いのは，農業従事女子青年の青年
学級参加が，かなりに反映しているからである。
第12図 転職と教・育機関への参加
1苦手 ~ 守-h-与
第13図 転職と社会教育の機会
穿子ー← 女子
〈注) l. ここでいう .教育機関は.第1:図の注iの教i't機関をと5している。
2. 社会教育・とは育4年学級，サーグル.講座などをさして，、る。
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3. 職場の規模と教育の機会
職場の規模によって，教育参加の機会がどのようになっているかをみたのが
第14，15図である。まず，各種教育機関への参加をみると，男子では大企業就
職者が約3分の7をしめ，次いで5~28人の小企業事業場就職者が 28.6%，・家
第14図 職場の規模と各種教育機関への参加の状祝
第15函 職場の規模と社会教育の機会
事従事者21.4%となっている。第4図でみられた大.中.小企業就業者の割合
からすると，大企業就業者は15.6%にすぎないのであるから，これらの大多数
が各種教育機関に参加していることになる。これは，大企業就職前に職業補導
所や定時制高校などを出て就職条件を有利にした者や，就職しながら定時制な
どの教育機関への参加が可能なための結果と考えられるの女子の場令は，家族
従事者が28.6%で最も多く早大企業の割合も男子同様就業者にくらべて多いの
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が特徴である。ここで無業や，零細，小企業がいずれも 11~14%の参加率を示
しているのは，女子の花嫁修業之でもよぶべき各種学校参加が大きな要因と考
えられる。
そころが苧宇苧亨??季苧状況をみると，家業従事者の参加がきわだって増
加してくるο田こ ~U主農耕従ぢ背少年が， I守年学級，サーク Jレ，定期講座等へ多
数参加しているためで、あって，苧村青少年の学習の機会を示している。
4. 参加教育機関とその教育内容 ・週時数
各理教育機関〈第1図の注で規定した教脊機関〉や社会教育の各種の機会を
総合して，その参加の割合をみてみるとp 男子と女子でそれぞれ特色がでてい
る。第16図男子の場合，定時制高校が58%で過半数をしめ.職業補導所s青年
学級がそれぞれ12.3%i?る。女子の場合は定時制高校は15%余にすぎず，各種
学校が44・6%と断然多<，育ー 年学級の26%がこれに次いでいる。男子では，免
許状の修得によって頭職条件を有利に，かつ自己の地位を安定しようとの努カ
が，これらの状況で察知される。男女を通じr 社会教育に参加している者はr
題味，教誌を豊がにするための自己研修を行ったわけで・あるが.主として農村
男女青少年がそうした機会に恵まれたことはいうまでもない内女子の各種学校
はp いわば花按修業主も称すべき和洋裁教育が主であって.都市.農村をとわ
ず大きな分野をしめているのは，女子教育の理想はともかくとして，社会の現
実態であることを認めざるを得ない。
第16図 参加教育機関
定締星座
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次に，これらの教育
機関でうけた教育内容
はどうなのであろう
か。社会教育を除く各
種教育機関についてま
とめたものが第7署長で
ある。抽出佼の関係も
あるであろうが，定時
制では普通課程が大多
数で，農議課程もみら
れ，濁信教育も5名手ヤ
第 7表? ?
普通課程
ぬ業課程
不I洋裁編物
通信教育
木工
一般機械
えっ 認定学
その他
言十
参加教育機関の教育内答
家業・家事 | 就
男 |女計1す I!J:. 
叶 3 131 231 3
~ I ~ 
2 5 
戦
???
26 
3 
l生
2 
?
?
???
15 14 29 
31. 8 
43; 23 66 数えている。女子は和
洋裁が多いのは各涯学 く注〉社会教fH土除外してある。内容不明者ものぞしイこ。
校の内容を示している。男子の一般機敏，木工，は職業補導所でうけた教育内
3 
容であるが，男女ともかなりかたよった内容之いえるようである。
これを遅時数別にみると， 21~30時間に 第 B表 教育の週時数
ピークを示し， 41時間以上もみえている。
大体学校教育占式の時聞のとり方が大部分
でゐるニとがわかる。それにしても，夜間
定時制における週21時間以上の出席もかな
りみられるのであるが，勤労と学習の両立
の困難さがしのばれる。
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男 IT: I計
O~IO時 7 7 
11 - 20 3 3 6 
21 ~ 30 45 1 56 
31 - 40 日 7 15 
41以上 2 生 6 
不 明 3 9 12 
言十 61 41 i 102 
く注〉社会教苛参加者・はふくまれ
ていない
教育環境とそれに連なる問題5. 
職場内に教育施設を有しそこ教育機関と職場の関係第9表
で勤労のかたわら教育をうけられ
る状態が普通であった之したら，
勤労占年の前途は明るいものがゐ100 測係なし
しかし，そうしるにちがし、ない。ifミ
た完'滞した教育施設を有している
のは?踊igキ養成施設をはじめ，
犬企業，小，中企業に点在してい第10表
るに過ぎないのが現状である。第
8 ~長でもわかるとおり，この調査
で，職場内に教育機関ありと答い
た者は102名中わずか1名に過ぎ
6 !i.!寺しない
関
なかった。したがって.職場外の
55 19 36 、，[" 無
教育機関令求めて策学しなければ
ならないことになる。そのような
向学心に対して，親や職場の人たちはどんな考えセもっているのであろうか。
第10表のように，イドI等かの形で教育を受けることたすすめた例は男j(あわせ
て18名である。 うち職場にあって職場外の数f機関へ参加している者は男7
名，女8名であるから，これらの人たちは職場の温かい支持をうけて，気がね
なく参加できる状態にあるといえる。これとは逆に，公然と反対をうけ，それ
をおしきって参加している者も 6名あるが，大多数の王宮・は無関心(イ可も言わな
教育機関の卒退状視
努 17:. 計
a 
半業した| 34 11 苦う
中 退 18 14 32 
在学中 9 9 18 
不 fVl 7 
言十 61 102 
第1表と答えている。
このような環境下で各種教育機
関に参加L:t:-青少年が，初志の向
的を完遂し得たであろうか。
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ????
?
?
?
?
?
?
?
? ??
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
- 26 -
た者が最も多い。その内容に立入
? ?
?
女男
?
?
〉
」?
??
「
?
??
?????? ??
?
?
??
? ??
??
?????
102 自十
22 
い〉
102 
12 
41 I 
? ??
61 
?
計
不
ることはでをない
ので-あるが，意志
持弱でくじけたの
か， .lf:むに止まれ
ぬ家庭的事情が介
者しているのか，
研究を援する問題
であろう。しかし
職場-の圧迫をうけ
第12表 中退の理由
タ1 女
議官械の都合 8人家ヲjf の都合|
立cc阪))般のため 3 戯職 のため
ま色 阪 上. 2 ，、芥校をかえるため
会祉の~業多いため l 洋裁をならうため
仕事に影響あるため |
原境にまけた
j|参出与にするものが白
でなかった
6 λ 
2 
たためにというような回答はほとんFみられないし，また職場の勤務に支障が
あるからという者も案外少なかった。
最後に，転職希望者に.転職するためには，特別勉強が必要てあるか，また
そうした勉強をなしうるかどうかを問うてみた。結果は第13表のように，必~
だと答えずこ母fが多<.切実に，職場をFおして勉強の必要さを体得しているの
ではあるまいか。また必要と認めた者・に，勉強が可能だ台答えた者は.いろい
ろの状況から不可能だと答えた者より多くなってはいるが.希望のもてないが
情iある者も相当あることを認めないわけにはいかない。
以上，職場や家庭の教育環境一 第13表 転職に特別勉強が
それも一部の見方を通してのぺた 必要か，また可能か
のであるが，職場の下積みに<loっ
て，希望の光をともすであろう教
育の機会が.青少年から速い存在
でない状態におかれることをねが
うものではあるが，第12~でみら
れたごとく，教育をうけた母子の符l
必 主*1
不必須』
できる
できない l
列 女 汗ト
24 
9 
14 
11 
合は，底まれない青少年よりはるかに少ないことを物語っている。そして，教
育を受けた者にも，考えさせられる問題が数々存在しているのである。
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第四節ま と め
勤労青少年の共通のねがL、は，いかにしてよい職場に就験し安定した生活を
送るかという，なまなましい現実の問題ではあるまいか。希望と不安の炎錯す
る就職が，青少年の一生のコースを決定ずるのであるから，よりよい職場への
欲求がいかにきびしいものであるかは多言・を要しない。しかし，中学校卒業後
何らの組織自悼士育も，職業的訓練にも接していない多数青少年にとっては，彼
等の期待する職場がたやすく開拓できないことは，中学校卒業者と高等学校，
大学，高専等の出身者の就職職業に大含な相違のあることでも知られるく注1) 
ここに青少年の就職と教育問題がからみあって，社会政策としても，教育政策
のよからも，総合的に検討され，早急に対策実施を迫られている理由がある。
これまでのべてきたことは，本県の事例的実態ではあったが，いくつかの禾
接を与える問題点がうかんできている。それらをいくつかにまとめて考察する
ことにする。
l 就職職業の変化から
男子は32年度において， 41.5 %が製造工業従事者として位置づき，農林漁業
従事者の激減がみられた。すでにのベたように，農林漁業地帯，主くに蒲原地
帯農家二，三:男の動向を示すものとして注目してよい。ところが女子は多数の
家族従事者として温存されており，さらに32年度以降，どのような変化を示す
ものか，興味ある課題を残している。
2. 転職と職場規模の変化から
5年聞に1回も転職しない者は，転職した者に比較して大企業就職者の割合
が多かったが，転職した者は，転職によって最終的には大規模事業場へ移動し
て，しかも安定してい否者が多くなっている。この限りでは，転職は有利な職
場条件を青少年に与える傾向にあるといえる。
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3. 転職にともなう職業の変化から
移動型のうち，職場や職種を変えて移動した者は男子に26.2%，女子に13%
いた。これは転職者の中で，それぞれ最も高い割合を示している。 これら転職
者は，抜能的なものをもたず，また教育の機会に恵まれない者が多いのであっ
て，初期就職でえた職業技術ま，つぎの職場で生かしていないわけであるc 逆
に，同一産業内の同一職種に移動している者は男女ともわずかであるから，転
職の理由受もっとたちいって明らかにする必要があろう。
4. 転職と賃金の関係から
転職によって賃金の下った者は，女下にかなりみられるが，男子にはあまり
見あたらない。それだけ男子は，転職によって有利な条件を得ているというこ
とができFる。 同一事業場ならば当然)定期間で昇給が考えられるわけであるか
ら，他に転じでもあたりまえであろうが，よい職場の要件が賃金額で判断され
ることを忘れてはならない。調査にあらわれた木県男子の賃金水準が，全国平
均より高いのも注目してよい。
5. 就職ルートの問題から
転職要因の中で，就職の手づるにも大きな要国があるらしいことがわかっ
た。すなわち， 流動者の就職ルートは，男女とも縁故による非公開)t.ー トが圧
倒的に多く， 彼等の就労条件，身分の安定性などが，そうしたノレ戸 トで決定さ
れている事実を認めないわけにはいかない。しかもそれが，小規模事業場への
就職につながる面が多いことも見逃せない事実である。
6. 教育の機会について
教育機関への参加状況を全国と比較すると，男子は本県が15%近く も高<，
女子は10%近く低いことがわかった。しかも転職との関係をみると，男子は転
職しないものの方がよけい教育をうけて:おり，女子が反対の結果をあらわして
いる。また，大企業就職者がより教育の.機会に恵まれていることも出ているが
く教育に恵まれたために大企業に就職でをた者も多い)，教育の機会に恵まれ
ない者は，感まれた者以上に多いので、あって，年少労働者が，最も教養と職業
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訓練を必要とする時期に，それらから除外されることは，年少労働者の不幸だ
けでなく s 社会的，国家的問題として検討される必要があろう。
以上を総令じて，t.r:お今後に残された問題を考えるならば，中学校教育は基
礎的職業教育を如何に充実させるかということと，職業指導を効果的にはたす
ための配慮をどのようにすすめるか， 去年の問題を残すであろうし，勤労?年少年
自体にとっては，職業教育の機会が，自由lζ，自己の好む方向で与えられるよ
う望んでいるにちがいない。そして経営者も，そうした教育や訓練安うけた有
為な人材を望んで，自己の職場lこ定着してもらうことを願っているにちがいな
し、。
本共同研究の成果は，第二年次に計画されている，動労と学予手の条件を規定
する職場の構造及び転職の要因等を解明することによって，一段と高められる
でらろうことを期待して止まないものである。
。主1) 当教育J祈究所絢紀採第16*の第三郎く高校卒業入門主産業雇傭人口
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